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手足口病 
乳幼児の間で流行するウイルス性の夏かぜの一種で、飛沫感染し

ます。手足や口の中に水ほうや赤い湿疹が出るのが特徴で、ひざ

やお尻に出ることもあります。症状は３～５日で治まりますが、

その後も２～４週間は便からウイルスが出るので、周囲の人に感

染しないように注意しましょう。ウイルス性のかぜのため抗生物

質は無効で、自宅療養での自然治癒を待ちますが、発熱や嘔吐が

ある場合は症状を緩和する薬を医師に処方してもらいましょう。 

口の中に水ほうが出ている間、お子さまに食欲がなけ

れば、水分補給さえしっかり行えば大丈夫です。食欲が

あるようなら、冷たいスープなどを与えてみましょう。

 

まだまだ残暑が続きますが、幾分過ごしやすい日が増えてきました。元気いっぱい夏を 

過ごした子どもたち。夏の疲れが出やすくなる時期なので、ゆっくりお風呂に入り、たっぷり 

睡眠をとるなどして、体調を崩さないように気を付けましょう。 

室内の温度調節 

室内にいても熱中症になることがあります。クーラ

ーをじょうずに使って温度調節をしましょう。扇風

機も一緒に回すと、空気が循環して、室内の温度が

一定に保たれます。また、お昼寝の際には、室内でも

日陰になる場所を選び、クーラーや扇風機の風が子

どもの体に直接あたらないよう、工夫しましょう。

設定温度は、27～28℃が適温と言われています。 

また、乳児のお昼寝の場合は、時々手足を触るなど

して、冷え過ぎていないかどうかをチェック 

しましょう。 

 ８月は RS ウイルス、手足口病の

感染が見られました。 

鼻水、咳の症状が多く、呼吸器症

状も悪化する事もある為、手洗い 

うがいや、感染症対策を引き続き 

行っていきましょう。 

また、ビタミン A ビタミン C が

含まれている食材や夏野菜は、 

風邪への抵抗力を高め、免疫力も 

上がります。保育園では畑でとれた 

トマトを給食で食べています！ 

 


